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研究成果の概要（和文）：階層分析法（ＡＨＰ）を活用することによって、説明的文章読解指導のための副教材
の選択を数量的に表現することが可能であることを示した。しかしながら、ＡＨＰを活用したシステムを開発す
るためには、教材間の形式的な類似性を表現する方法が確立されていなかった。そこで、教材間の内容的な類似
性に着目して、システム開発を行うことを試みた。その結果として、Ｗｅｂ上で高等学校国語教科書の説明的文
章教材と類似した内容の異なる教材を検索することができる「国語教材選択システム」を開発した。

研究成果の概要（英文）：By utilizing the Analytic Hierarchy Process (AHP), it was demonstrated that 
it is possible to quantitatively express the selection of supplementary teaching materials for 
explanatory text comprehension instruction. However, to develop a system utilizing AHP, a method for
 expressing the formal similarity between teaching materials had not been established. Therefore, 
focusing on the substantive similarity between teaching materials, an attempt was made to develop a 
system. As a result, a "Language Teaching Material Selection System" was developed, which enables 
the retrieval of various materials with content similar to explanatory texts in high school Japanese
 language textbooks on the web.

研究分野：国語科教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
Ｗｅｂ上で高等学校国語教科書の説明的文章教材と類似した内容の異なる教材を検索することができる「国語教
材選択システム」を開発したことにより、複数文章の比べ読み指導のための副教材選択が容易となる等の社会的
意義がある。また、ＡＨＰによる教材選択過程の数量化の可能性を示したことにより、今後、教材の内容面に加
えて形式面での類似性も考慮した検索システムの開発が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
情報化やグローバル化といった急速に変化する社会を創造的に生き抜く力を育む教育を実現
するために、2017 年 3 月に小・中学校の学習指導要領が改訂され、2018 年 4 月に高等学校の
学習指導要領が改訂された。今回の改訂のポイントとして、「主体的・対話的で深い学び」の実
現を目指した授業改善や効果的・効率的な学習支援のために ICT を活用することなどが挙げら
れている。また、新設科目の「現代の国語」や「論理国語」において、指導事項や言語活動例と
して複数の文章を読解することが取り上げられている。2021年 1月に「大学入試センター試験」
に代わって新たに実施されることとなった「大学入学共通テスト」の試行調査においても、複数
の文章を読み比べながら読解することを求める問題がみられた。 
従来の国語科での実践でも、複数の文章教材を比較することで読解指導の充実を図るといっ
た工夫を凝らした報告はなされている（船津啓治『比べ読みの可能性とその方法』溪水社、2010）。
しかし、複数の文章教材を扱う学習指導を継続的に展開することは困難と考える教員は少なく
ない。このような問題の背景には、効果的な教材選択の方法が確立されておらず、教員個人の直
観的力量に委ねられていることがある。 
このようなことを踏まえ、読解指導における教材選択を、複数の観点と基準が存在するため、
どの観点をどの程度の基準で優先させればよいかを決定することの難しい「多基準決定問題」と
捉え、問題解決の基礎的研究として教材の選択観点と文章内容の類似性の判定方法を明らかに
してきた。 
しかし、文章内容以外の観点と基準も含めた説明的文章教材の効果的・効率的な選択方法は確
立されておらず、「多基準決定問題」を解消する教材選択モデルが実践的に有効であるかは明ら
かにされていないという課題があった。 
 以上のことから、学校教育において国語科教員が効果的な読解指導を継続的に実現するため
には、どのような教材選択の方法が効率的かという、本研究課題の核心をなす学術的「問い」に
取り組む必要があった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、読解指導における教材選択を「多基準決定問題」と捉え、階層分析法（AHP）
を活用した教材選択モデルを構築し、国語科教員が複数文章を読み比べる読解指導の教材選択
を支援する教材選択システムを開発することである。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、（１）教材選択モデルの構築と（２）教材選択システムの開発という大きく二つ
の目的があった。 
（１）教材選択モデルの構築については、研究代表者自身が「「間」の感覚」という教材を使用
して読解指導を行うとした場合の副教材としてどの説明的文章を選択するとよいかを事例的に
検討することにした。副教材の候補として「ものとことば」、「水の東西」、「日本語万華鏡」を取
り上げ、研究代表者の感覚として取り上げるであろう「水の東西」が、AHPを用いることで選
出されるかを検討することにした。 
（２）教材選択システムの開発については、次のような方法により行った。 
① 高等学校国語科教科書のデータベースを作成した。研究開始時点（2021年度）における高
等学校国語科教科書に収録された説明的文章教材のテキストデータを収集するため、文部科学
省「高等学校用教科書目録（令和 3年度使用）」に掲載された「国語総合」（９社２４点）、「現代
文Ａ」（５社５点）、「現代文Ｂ」（９社２０点）に収録された説明的文章教材のリストを作成した。
説明的文章は評論、随筆等とし、リストにはタイトル、著者名、教科書名等を記録することとし
た。 
② 教材選択システムの開発を行うためには、教材間の類似性を数値的に表現する必要がある
が、そこで表現される数値が国語科教員の実感に沿うものであるかが重要となる。そこで、国語
科教員の実感に近い文書間の類似度を評価するための指標を得ることを目的として、高等学校
国語科の教員に対してアンケート調査を実施した。国語教育と ICT に関わる Facebook グループ
のタイムライン及び第一著者の Facebook のタイムラインに、調査の目的等を記載した Google フ
ォーム（「「国語科読解指導における複数教材の選択モデルの構築」調査協力者募集フォーム」）
を掲載して参加者を募り、応募のあった 14 名の教員を調査協力者とした。それぞれの協力者に
対して、異なる５つの説明的文章教材を読解してもらうこととし、その５つの教材の中から２つ
の教材を取り出す組み合わせのすべての類似性を 11 段階で評価してもらうこととした。 
③ 高等学校国語科教科書に収録された説明的文章教材のテキストデータを収集し、教材間の
類似性を数値的に算出するモデルを検討した。検討の対象としたのは、TF-IDFによるコサイン
類似度と word2vecの二つのモデルである。word2vecについては、次元圧縮により算出される



数値が異なるものとなるため、10次元、25次元、50次元、100次元、200次元の 5つの次元に
よる違いを検討することにした。なお、word2vecについては、CBoW(Continuous Bag-of-Words)
という周囲の単語から対象の単語を予測するニューラルネットワークを使用し、共起語を機械
学習によって収集した。学習に使用したのは。日本語 wikipedia を機械学習のために利用でき
る CirrusSearch のダンプデータである。形態素解析には MeCab（version 0.996）を用い、解
析用辞書はmecab-unidic-NEologdを使用した。②のアンケート調査の結果を使用して、TF-IDF
によるコサイン類似度と word2vecの二つのモデルを評価した。 
④ ③の結果を踏まえて、Web 上で利用することができる教材選択システムを開発することにし
た。 
 
 
４．研究成果 
（１）教材選択モデルの構築について 
 「最終目標」を「「「間」の感覚」を選ぶときの副教材を選択する」、「評価基準（選出要因）」
を「内容・テーマの類似性」、「語り方の類似性」、「難易度」、「文章の長さ」、「代替案」を「もの
とことば」、「水の東西」、「日本語万華鏡」として、AHPを用いた分析を行った結果、研究代表
者の感覚として取り上げるであろう「水の東西」が第一候補として選出された。この結果から、
AHPを活用することによって説明的文章読解指導のための副教材の選択を数量的に表現可能で
あることを示した。 
（２）教材選択システムの開発について 
① 高等学校国語科教科書のデータベースについては、ＨＰ「国語科教科書教材データベース」
（https://sites.google.com/s.hokkyodai.ac.jp/jltmd/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0）におい
て、筆者別・出版社別・教材別に分けて教材のリストをＰＤＦ形式で掲示した。 
② アンケートの回答を依頼した教員 14 名のうち回答の協力が得られたのは 11 名（約 79％）
であり、無回答を除く 109 の教材の組み合わせについての評価が得られた。評価が９～10 であ
った教材の組み合わせは、「行動としての話し言葉」―「届く言葉、届かない言葉」、「科学的「発
見」とは」―「脳のなかの古い水路」、「科学的「発見」とは」―「美しい時間」、「脳のなかの古
い水路」―「判断停止の快感」、「クレールという女」―「どんな人になりたかったか？」、「ぼく
らの民主主義なんだぜ」―「政治の基本は民主主義」、「ぬくみ」―「支え合うことの意味」、「「文
化が違う」とは何を意味するのか？」―「開かれた文化」の８件であった。 
③ 教材間の類似度と国語科教員の評価（アンケート結果）の相関係数の計算と検定を行った結
果、word2vec の 10 次元モデルのみ弱い相関で、残りは中程度の相関がみられた。また、教員
の評価が９以上となっていた組み合わせが類似度上位として表示されるかを検討した結果、次
元数は 50次元程度がよいということが示唆された。 
④ Web 上で高等学校国語教科書の説明的文章教材と類似した内容の異なる教材を検索するこ
とができる「国語教材選択システム」（https://kokugokyozai.net/）を開発した。本システムでは、
複数文章の比べ読み指導のための副教材を探すこと等に活用することができる。ただし、検索範
囲は高等学校国語科旧課程教科書の「国語総合」・「現代文Ａ」・「現代文Ｂ」掲載の教材となって
いる。 
 
本研究により、読解指導のための教材選択モデルが構築されることで、様々な説明的文章の教
材としての連関が明らかにされることが予想される。また、教材選択システムが開発されたこと
により、生徒の読解学習を効果的・効率的に支援する研究の発展が期待できる。 
本研究の課題としては、教材選択モデル及び教材選択システムの読解指導における実践的有
用性を実証的に明らかにするまでには至らなかった点である。ＡＨＰを活用した教材選択モデ
ルでは文章のテーマ等の内容面の他にも、論理展開等の形式面の教材間の関連性を数値的に処
理する必要があるが、形式面の関連性を数値化するための基礎研究が十分に発展していなかっ
た。そのため、構築した教材選択モデルを用いて実践を行うことができなかった。文章の形式面
の数量化に関する研究が今後の課題の一つとなった。また、本研究の開始時点で収集可能であっ
た教科書が旧課程に基づくものであったが、教材選択システムの開発が完了した時点では新課
程の教科書が使用されるようになっており、新課程で新たに採録されるようになった教科書・教
材を教材選択システムに収録することができなかった。そのため、開発した教材選択システムを
用いて実践を行うことができなかった。新課程の教科書教材のデータを収集し、教材選択システ
ムを改修することが今後の課題の一つとなった。 
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